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1. はじめに 

 

 わが国では国土の70％が森林に覆われており,  

森林域での水源涵養機能は国民の生活に大きな

影響を与える要素の一つである. その解明のため

様々な降雨流出解析が必要になってくる. しかし,  

気象条件や林分条件との関係性や細かい時間ス

ケール（分〜時間単位）での林内雨の挙動などの

詳細なメカニズムは未だに解明されていない部

分が多い. その中のひとつに降雨強度と樹冠遮断

による蒸発量が比例関係を示している図1のよう

な調査結果がある.   

 

 

図1 降雨強度と蒸発量の関係性1) 

           

 

 降雨強度と樹冠遮断による蒸発量の関係性の

メカニズムについて一つの仮説がある.  それは

飛沫蒸発説2）である. 飛沫蒸発説とは雨滴が樹冠

に衝突した際に生じる飛沫が大量蒸発したため

降雨強度が大きいほど蒸発量が大きくなるとい

う仮説である(図2). 例として, 水の入ったコッ

プから床に水を垂れ流すのと霧吹きにより床に

水をまくのとでは, 後述は前述と比較して単位

質量あたりの表面積が大きいため蒸発しやすい. 

この事と同様の現象が樹冠の上でも発生してい

るというのが飛沫蒸発説である.  

 本研究では飛沫蒸発説に基づきハイスピード

カメラを用いた落下水滴の衝突前後の挙動の解

析を行う. 

 

 
図2 飛沫蒸発の概略図 

 

2. 研究の方法 

 

2. 1 実験装置の概要 

 

角度変更可能な木板の上からスポイトと注射

針を使用して直径約3mmの水滴を落下させる. 

実験装置の概略図を図3に示す.  水滴の大きさと

飛沫の挙動を正確に測定するためにハイスピー

ドカメラ(HAS-L1 Digital high speed camera) を

用いて1000fpsで飛沫の挙動に関する撮影を行

う. 

 

2. 2 木板の角度の相違による実験 

 実際の樹冠を想定し衝突面の角度を0°から

40°の間で10°間隔で設定し, 水滴の衝突を撮

影する．飛沫の直径を球と仮定して計測してく．

この方法により木板の角度による飛沫の数と直

径の相違を観測することができる． 

 
図3 実験装置の概略図 

 



4. 結果と考察 

  

 図5のようなハイスピードカメラで撮影した画

像から, 飛沫の直径と落下面の角度による飛沫

の数の違いを観測することができた。各角度に関

して3枚の飛沫の画像から飛沫の直径と飛沫の数

をそれぞれ計測し, 平均値を出したところ, 0°

の際の飛沫の数は13個, 直径は0.59mmであり, 

10°の際は飛沫の数は40個, 直径は0.96mmであ

り, また20°の際は飛沫の数は19個, 直径は

0.86mmであった.(図4)また角度と飛沫の関係性

は図4のような結果となった. 

 

表1 角度の相違による飛沫の数と直径の結果 

 

 30°と40°の撮影では飛沫を読み取る事が困

難であったため, 30°と40°の際はほとんど飛沫

を確認する事ができなかった. これは角度が急

になるため木板に水が溜まらないため飛沫の数

が少なくなるためであると考えられる.また図4

の結果から, 0°の際は板に水滴が溜まりすぎて

いるため飛沫の数は少ない, 10°の際に一番飛沫

の数が多いのは, 薄く水が張るくらい板に溜ま

るため多くの飛沫が発生したと考えられる． 

 また飛沫の直径も大きいことから単位質量あ

たりの表面積も大きくなり蒸発しやすい状態で

ある． 

 

 

5. おわりに 

 

   本研究では以下の知見が得られた. 

1) 板の角度が10°の際もっとも飛沫の数が多

いことが確認された. このことより葉の角

度が10°の際に遮断蒸発が多くなる可能性

が示唆された。 

2) 水滴が3mmから1mm以下の飛沫になったこと

から,遮断されることによって単位質量あた

りの表面積が大きくなる. 

3) 30°以上になると葉に衝突した水滴はほと

んど飛沫せず大部分が滴下雨となる. 

  

 
図4 角度と飛沫の相関関係 

 

 

  
図5 ハイスピードカメラで撮影した画像 
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角度 
飛沫の数の平均

(個) 
直径の平均(mm) 

0° 13 0.59 

10° 40 0.96 

20° 19 0.86 

30° 8 データ無し 

40° 7 データ無し 
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